
Peace Now! Hiroshima2019開催報告

Peace Now! Hiroshima2019 獲得目標

①「ヒロシマ」を知り、広島で追体験する

②様々な視点や考え方に触れ、平和な社会を考える

③いま自分にできること、これから自分たちにできることを
考え広げる

Peace Now! Hiroshima2019 企画内容
1日目 アイスブレイク/資料館見学/碑めぐり/式典に向けて
2日目 平和記念式典参加/ピースインタビュー/フィールドワーク
3日目 被爆者講話/フィールドワーク/3地域共通企画
4日目 3地域共通企画/未来につなげる 平和の想い

Peace Now! Hiroshima2019 運営体制

実行委員長 渡邊聡（連合会学生委員会）
企画局長 田中璃沙（梅光学院大）
事務局次長 井上弥咲（高知工科大/中国・四国ブロック事務局）
実行委員 中野葉月、田島響（岡山大）

三浦耀音（広島大）、津森涼花（山口大）
大平鈴音（島根大）



当日の様子

資料館見学&碑めぐり

開会式・アイスブレイク

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

アイスブレイクでは班内での自己紹介やお互いに質問をして、4日間ともに
学び合う班のメンバーを知る時間でした。

開会式では「Peace Now!とは？」
「Hiroshimaではどんなことを学ぶのか」につ
いて確認しました。

あの日、広島で起こった
ことを知り、これから平和
について考えていくために
広島の平和記念資料館の
見学、平和記念公園周辺の
碑を巡りました。
その後の感想交流では考えたこと、感じたこと

を交流しました。



ピースインタビュー

平和記念式典参列

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

平和記念式典はなぜ開催されているのか、
どんなことをする場なのかということを確
認し、「どんな気持ちで参加するか」につ
いて考えました。
式典当日はあいにくの雨でしたが、実際

に参列するからこその雰囲気を感じること
ができました。
ワークを通して、式典に参加する前の自

分と実際に参加した後の自分にどんな変化
があったかについても考えました。

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

参加者が2人1組のペアに
なり、どんな人に質問する
か、どんなことを聞くかを
考え、平和記念公園にいる
一般の方に平和についての
インタビューを行いました。
多くの人がそれぞれの視点
で「平和」について考えて
いることがわかりました



フィールドワーク

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

被爆者講話

広島被団協の畠山さんに来ていただき、原
爆投下時の広島がどういった状況だったのか、
その後の広島はどのように復興してきたのか
ということを講話いただきました。
ピースインタビューや講話を終えてのワー

クを通し、今の平和について考えました。

5つのテーマでフィールドワークを実施し、
自分たちの足で広島の街を巡り、現代に繋がる
平和について考えました。普段の生活の中では
見えない部分に目を向ける機会になりました。

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

フィールドワークで参加者が感じたこと 参加者の感想を
まとめた資料です！

宇品波止場公園

基町アパート

広島城

広大付属講堂 旧日本銀行

祈念碑

袋町小学校

市役所展示室

港湾事務所 広島大学

広島赤十字・原爆病院メモリアルパーク

陸軍糧秣支廠

本川小学校

平和塔島病院

2019年度のPeace Now!Hiroshimaで参加者が巡った場所とそこを訪問した
参加者が何を感じ、考えたのかということが見れるようになっています！

https://drive.google.com/open?id=1T0NQFxcOLDx0G7PedzRnY2VpBaEfo_MQ
https://drive.google.com/open?id=1inwlJCC5_S_Dn_duB8VqoYGpLJ4iYigF
https://drive.google.com/open?id=18DkuxZthlYiXSDts7FU5OSt-oOR4vhU0
https://drive.google.com/open?id=1f7ZIXtsBPzCKrjRa6NtStTmtRtIa2qTv
https://drive.google.com/open?id=1JmcnvO_hlbloKJPH4uyJkMHSF0TwNy17
https://drive.google.com/open?id=1ZzXaI7Qsm1gpPpDk6YJ7QjCmD7i9uB9b
https://drive.google.com/open?id=14TJknbF8aPDcW9Xub3KhweHLLtt54mb1
https://drive.google.com/open?id=1n7e6puQQt-Bffmk3aTvcivuQcR-IlkFk
https://drive.google.com/open?id=1w8pmaZmN7dAr60vkdyY6iBjGPlAgr6Uz
https://drive.google.com/open?id=188Iuk1SLvmN-NFqvZwXK8ZFRan_MmPep
https://drive.google.com/open?id=1mQREA29sQWe9s0p_PDekiq9mK-TQVLg7
https://drive.google.com/open?id=1mfT3nb-G1CquxrrdQ7910DzuoAbXo9ik
https://drive.google.com/open?id=1mYBUxw1vY9eP99_sDC420W-LnKBzXzyo
https://drive.google.com/open?id=1hubXS_UHCNFf0N58h3njiq2s6sx82c7j
https://drive.google.com/open?id=1Javd3PXqEybOc8tijbeWknVQSl7Dvm4p


3地域共通企画

未来につなげる平和の想い

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

3地域共通企画では今まで学んで
きたことを他の人に伝えるために
深堀りと伝えるツールとして新聞
を班内で作成しました。
どうすれば自分が感じたことを

他の人に伝えることが出来るかに
ついて考える機会になりました。

参加者の声（参加者の感想文用紙より）

Peace Now!Hiroshima最後の時
間では平和を広げていくために個人
でできることや組織としてできるこ
とを考えました。地域（大学）別で
どんなことができるかということを
具体化しました。
また、「なぜ大学生協が平和を大

切にしてきたか」、「ヒバクシャ国
際署名とは」ということも考え合い
ました。

Peace Now!Hiroshima 開催報告に関するお問い合わせは
連合会学生委員会 渡邊（Watanabe.Satoru@univ.coop）まで

mailto:Watanabe.Satoru@univ.coop

